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グ
レ
ー
デ
ニ
婁
呈
の
玩
具
は
・
以
一
削
♂
、
極
め
て
狭
い
範
囲
に
制
限
荒
て
管
、
麓
を
素
材
と
し
て
、
大
量
生

産
さ
芙
可
書
粗
朴
に
彫
刻
さ
れ
た
動
物
の
型
が
、
そ
の
筆
を
成
し
て
屠
た
。
故
に
、
外
国
で
玩
具
商
を
営
ん
で
髪
、
グ

レ
ー
デ
ソ
一
婁
竺
の
人
急
・
早
く
か
ら
、
オ
ー
べ
宇
ム
メ
ル
ガ
ウ
一
９
。
、
軍
旨
、
、
胴
曽
目
一
、
ベ
ル
ヒ
ス
ガ
ー
デ
ソ
Ｇ
。
、
、

一
フ
塁
豆
・
ボ
一
ミ
ャ
Ｑ
一
プ
竃
三
葦
至
及
び
サ
ク
ソ
一
一
ア
一
。
。
暮
目
・
、
。
。
、
。
プ
。
。
。
目
一
等
の
、
他
国
吉
の
注
着
対

し
て
は
・
畠
の
商
品
を
・
葉
と
し
て
・
菱
、
補
充
す
可
き
必
要
に
、
追
完
た
の
で
雲
。
叉
、
着
色
の
上
塗
り
を
、
す
る

為
め
に
は
・
粗
野
藤
刻
家
を
・
前
掲
・
バ
ヴ
一
－
ヤ
一
琴
隻
舅
養
旨
一
の
上
部
に
於
け
る
彫
刻
地
域
一
送
付
し
て
い
た
が
、

此
の
こ
と
は
・
フ
テ
ソ
ツ
．
ル
ン
ガ
ル
デ
ー
上
一
弓
…
姜
曇
、
・
、
＆
と
云
う
人
が
、
漢
谷
白
身
に
於
い
て
、
着
色
を
移
入
し

て
か
ら
は
・
止
ま
つ
た
の
で
あ
る
６
来
・
本
来
の
作
業
が
、
二
個
の
蓼
、
即
ち
、
彫
刻
と
着
色
と
答
荒
、
後
の
部
分
は
、

そ
れ
が
・
殆
ど
・
立
替
金
を
・
必
要
と
せ
き
為
め
に
、
大
低
、
警
の
婦
人
及
び
少
在
よ
つ
て
、
営
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
彫
刻

者
の
側
に
於
い
て
は
・
労
働
の
特
殊
集
、
行
わ
れ
、
各
人
は
、
常
に
、
唯
、
同
じ
対
象
の
室
、
完
成
し
、
例
之
、
一
人
の
人
は
、

唯
・
木
馬
だ
け
を
・
叉
・
他
の
人
は
・
奮
茎
、
更
ら
に
、
第
三
の
人
は
、
人
彫
、
或
い
は
、
聖
像
だ
け
を
、
作
る
の
で
あ
る
。
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〇

彼
の
、
、
ソ
ン
ネ
ベ
ル
グ
（
ｏ
ｏ
昌
罵
事
お
）
　
の
場
合
に
見
る
如
く
、
同
一
の
対
象
が
、
手
の
一
系
列
を
経
過
す
る
様
な
分
業
は
、
此
の

地
方
に
は
、
見
ら
れ
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
此
の
こ
と
は
、
殆
ど
、
総
て
の
彫
刻
家
が
、
唯
、
一
本
の
木
材
か
ら
出
来
て
い
る
と
云
う
、

商
品
の
性
質
に
、
職
由
す
る
の
で
あ
る
。
彫
刻
者
の
、
手
の
完
成
は
、
此
の
、
狭
い
圏
に
於
い
て
は
、
驚
く
可
き
、
高
い
程
度
に
達

す
る
の
で
あ
る
が
、
是
は
、
殆
ど
常
に
依
然
と
し
て
、
制
限
さ
れ
た
範
囲
に
止
ま
り
、
父
が
、
彫
刻
し
た
も
の
を
、
そ
の
子
供
や
、

孫
が
、
叉
、
是
を
、
彫
刻
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
各
家
、
各
家
族
員
は
、
夫
六
、
共
の
特
殊
性
を
、
有
し
、
婦
人
の
方
の
、

仕
事
の
堪
能
性
の
点
で
は
、
男
を
、
凌
駕
す
る
こ
と
が
、
展
六
で
あ
る
。
セ
ン
ト
・
ウ
ー
リ
ヒ
（
ｏ
０
Ｆ
臼
ま
フ
）
に
於
け
る
、
一
老
牧

師
の
フ
ィ
ァ
ン
（
く
一
彗
）
が
、
次
の
こ
と
を
、
報
告
し
て
い
る
の
は
、
塞
に
、
尤
も
で
あ
る
、
グ
レ
ー
デ
ソ
　
（
９
ま
９
）
に
於
け

る
、
一
人
の
男
が
、
若
し
、
彼
が
、
勇
ま
し
い
、
彫
刻
者
の
女
と
結
婚
す
る
な
ら
ば
、
財
産
は
、
持
っ
て
居
る
が
、
儲
け
る
可
き
術

を
、
知
ら
ぬ
掃
人
と
、
結
婚
す
る
よ
り
も
、
蓬
か
に
、
よ
い
で
あ
ろ
う
Ｌ
。

　
若
し
、
数
千
の
人
間
が
、
そ
の
活
動
を
、
絶
対
的
に
、
か
か
る
価
佐
の
少
い
商
品
、
而
か
も
、
そ
の
購
買
者
の
、
僅
か
の
数
を
有

す
る
に
過
ぎ
な
い
商
口
帥
の
製
作
に
、
向
け
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
生
ず
る
結
果
は
、
も
は
や
、
描
写
を
、
待
ず
し
て
、
明
白
で
あ
ろ
ら

う
。
僅
か
の
前
貸
人
は
、
た
と
い
、
相
互
に
競
争
す
る
か
、
叉
、
そ
一
の
商
品
を
、
販
売
す
る
処
の
、
外
部
に
対
し
て
の
み
、
競
争
す

る
の
み
で
あ
つ
て
、
故
郷
の
漢
谷
に
於
い
て
は
、
彼
等
前
貸
人
は
、
驚
く
程
、
彫
刻
者
の
賃
銀
を
、
低
下
せ
し
め
る
こ
と
に
、
一
致

す
る
の
で
あ
る
、
是
ら
の
結
果
に
就
い
て
は
、
人
は
、
マ
ィ
ニ
ン
ゲ
ル
・
オ
ー
ベ
ル
ラ
ン
ド
（
７
宣
一
手
零
・
（
）
一
膏
ぎ
一
己
）
か
ら
報
告

さ
れ
た
も
の
を
、
標
準
と
し
て
、
容
易
に
、
推
測
し
得
る
で
あ
ろ
、
つ
。
彫
刻
者
は
、
十
一
月
の
初
め
か
ら
、
六
月
ま
で
、
毎
日
、
妻

及
び
子
供
と
共
に
、
朝
六
時
か
ら
、
夜
十
時
ま
で
、
働
ら
く
が
、
ン
、
の
賃
銀
は
、
四
〇
乃
至
八
○
ク
ロ
ィ
ツ
ァ
ー
以
上
に
払
ぬ
の
で

あ
る
。
然
し
、
一
人
の
子
供
は
、
一
〇
乃
至
二
〇
ク
ロ
ィ
ツ
ァ
ー
を
、
得
る
こ
と
が
、
常
で
あ
る
。
是
等
○
彫
刻
者
は
、
最
も
貧
し



い
家
屋
に
屠
住
し
、
そ
の
生
活
状
態
は
、
吾
人
が
、
想
像
し
得
る
処
の
、
最
も
悲
凄
な
も
の
で
あ
り
、
今
、
是
ら
の
事
清
を
、
詳
述

す
る
意
図
は
な
い
が
・
グ
レ
ー
デ
ン
（
９
亀
９
）
の
彫
刻
者
の
生
活
を
、
．
稿
六
、
接
近
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
、
一
層
、
仕
甲
斐
が
、

あ
る
と
思
う
。

　
吾
人
は
、
今
、
ウ
ー
リ
ヒ
（
ｏ
Ｑ
戸
昌
ユ
２
）
に
届
る
。
そ
れ
は
、
盛
夏
の
土
曜
日
で
あ
る
。
レ
ツ
ス
ル
（
一
き
。
。
。
。
Ｈ
）
の
旗
亭
の
窓
か

ら
・
村
の
広
場
を
、
見
下
し
、
此
の
彼
方
に
、
緩
傾
斜
の
山
腹
に
、
散
布
す
る
、
小
縞
麗
な
家
屋
を
、
眺
め
る
。
そ
こ
に
は
、
驚
く

可
き
光
景
が
、
吾
人
の
視
線
を
、
捕
え
る
の
で
あ
る
。
総
て
の
方
面
か
ら
、
女
や
少
女
が
、
峻
し
い
小
路
の
上
を
、
谷
へ
と
、
重
い

籠
を
、
肩
に
し
て
、
下
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
そ
の
籠
の
縁
の
上
に
は
、
木
馬
の
頭
や
、
聖
像
の
腕
や
、
半
身
が
、
は
み
出
し
て
屠

る
。
彼
等
は
、
前
貸
人
の
、
最
大
の
、
向
い
側
の
家
の
中
へ
歩
み
入
っ
て
、
商
品
を
、
並
べ
、
数
え
、
か
く
し
て
、
賃
銀
を
、
受
取

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
僅
か
の
グ
ル
テ
ン
（
○
■
巨
竃
）
で
あ
り
、
是
が
、
経
過
し
た
一
週
間
に
対
す
る
、
全
体
の
家
族
の
儲
け
で

あ
る
。
此
の
僅
少
の
賃
銀
を
、
罵
ら
ず
に
受
取
る
も
の
、
前
貸
人
の
処
で
、
信
用
で
、
商
品
を
、
渡
す
こ
と
に
よ
つ
て
、
「
先
き
に

食
う
パ
ン
」
を
持
た
ぬ
人
は
、
幸
福
で
あ
る
。
前
貸
人
の
店
で
、
尚
お
、
穀
粉
や
、
塩
を
、
買
入
れ
て
か
ら
、
是
ら
の
群
衆
は
、
走

り
去
つ
た
が
、
吾
人
は
、
一
人
の
男
の
営
業
所
へ
来
た
の
で
あ
る
。
此
の
男
は
、
吾
人
の
旅
行
案
内
が
、
或
る
一
定
の
有
名
を
、
保

証
し
た
の
で
あ
る
が
、
や
が
て
、
吾
人
は
、
硝
子
戸
棚
の
あ
る
一
室
へ
と
、
案
内
さ
れ
る
。
そ
の
戸
棚
の
中
に
は
、
糖
巧
な
彫
刻
品

が
、
陳
列
さ
れ
て
屠
り
、
是
ら
の
商
品
は
、
外
国
か
ら
取
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ア
ル
’
プ
ス
（
≧
一
、
。
。
一
雲
、
ヒ
潟
口
）
の
、
各
方

面
と
の
外
国
交
通
の
伸
心
点
に
於
い
て
、
　
「
土
産
物
（
ｏ
ｏ
；
＜
ｇ
５
」
と
し
て
、
販
売
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
、
吾
人
は
、
か
か
る

も
の
を
、
此
処
で
、
買
う
こ
と
を
好
ま
ず
し
て
、
土
着
の
、
其
の
谷
に
於
い
て
彫
刻
さ
れ
た
商
品
の
店
を
、
見
る
こ
と
を
望
ん
だ
の

で
、
や
が
て
、
地
下
室
へ
と
、
案
内
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
、
広
い
室
の
一
列
を
通
つ
て
、
倉
庫
へ
、
導
か
れ
る
。
総
て
の
室
に
は
、
白
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い
、
叉
は
、
色
付
け
の
、
木
製
品
の
大
量
が
、
．
置
か
れ
て
居
る
。
即
ち
、
子
供
の
秤
及
び
軍
、
胡
桃
を
割
る
道
具
、
指
の
長
さ
か
ら
、
‘

腕
を
伸
ば
し
た
位
置
の
人
彫
、
馬
、
牛
、
二
羽
鳥
、
要
す
る
に
、
ン
、
こ
で
、
葡
う
た
り
、
逃
げ
た
り
し
て
い
る
も
の
、
総
て
が
、
含

ま
れ
て
い
る
。
そ
の
作
品
は
、
何
れ
も
、
驚
く
可
き
粗
撲
性
を
、
有
し
、
か
か
る
人
彩
及
び
小
馬
に
は
、
多
分
、
黒
人
の
子
供
の
み

が
、
嬉
し
さ
を
、
感
ず
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
吾
人
の
案
内
者
は
、
吾
人
に
、
梢
人
、
奇
異
に
、
次
の
こ
と
を
、
指
示
し
た
の
で
あ
る
、

「
是
等
の
人
形
は
、
芸
術
の
国
・
伊
太
利
、
上
晶
な
趣
味
の
本
場
・
仏
蘭
西
、
亜
米
利
加
、
加
之
、
濠
太
刺
へ
行
く
」
。

　
後
刻
、
吾
人
は
、
彫
刻
者
自
身
を
、
そ
の
往
家
に
訪
問
し
た
が
、
此
の
谷
で
の
聰
明
な
青
年
で
、
此
の
地
の
専
門
学
校
の
教
師
を

し
て
居
る
デ
メ
ツ
ツ
氏
（
Ｕ
¢
旨
書
）
が
、
吾
人
を
、
遠
く
の
方
の
、
山
添
い
の
家
六
へ
導
い
て
吾
れ
た
。
何
れ
の
家
、
、
彫
刻
に
従
事

し
て
い
る
の
で
、
吾
人
は
、
よ
り
近
い
処
で
、
見
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
此
の
谷
で
の
、
新
し
い
優
秀
な
彫
刻
者
の
勇
及
び
女

を
知
ら
ん
と
欲
し
た
の
で
あ
る
。
素
晴
ら
し
い
作
品
が
、
八
月
の
太
陽
に
輝
い
て
届
り
、
牧
場
で
は
、
刈
草
が
、
乾
か
さ
れ
て
い
た
。

暫
し
遣
琶
し
て
後
に
、
吾
人
は
、
一
軒
の
家
へ
這
入
る
。
見
る
と
、
蒸
勲
い
室
に
、
六
人
の
人
間
が
、
仕
事
机
の
周
辺
に
い
る
。
そ

れ
は
、
此
家
の
祖
母
、
息
子
、
娘
及
び
二
人
の
孫
を
、
傍
に
お
く
嫡
で
あ
り
、
各
人
は
、
何
れ
も
、
同
じ
動
物
の
型
、
即
ち
、
馬
、

牛
、
鶏
を
、
作
る
の
み
で
あ
っ
て
、
息
子
は
、
験
駝
を
、
彫
む
の
で
あ
る
。
吾
人
は
、
吾
人
の
眼
を
、
信
じ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
四

個
の
等
し
い
長
さ
の
脚
、
隆
肉
を
、
有
す
る
、
高
め
ら
れ
た
胴
体
、
短
い
頸
、
凡
そ
、
騎
駝
を
形
成
し
得
る
人
は
、
此
の
動
物
の
、

可
な
り
の
写
し
だ
け
で
も
、
曾
つ
て
、
見
た
こ
と
の
あ
る
人
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
而
し
て
、
此
の
四
十
男
は
、
一
年
中
、
是
等
の

怪
物
以
外
に
、
何
物
を
も
、
彫
ま
な
い
の
で
あ
る
。
共
の
他
の
家
族
員
は
、
彼
等
の
眼
前
に
、
毎
日
、
昆
て
い
る
家
畜
を
、
彫
刻
し

て
居
り
、
祖
母
だ
け
は
、
自
然
に
対
し
て
、
一
隻
眼
を
有
し
て
い
る
ら
し
く
、
彼
女
は
、
驚
く
可
き
繊
細
性
と
、
生
き
写
ピ
の
感
じ

の
あ
る
小
羊
を
、
彫
み
つ
つ
あ
る
。
吾
人
は
、
持
っ
て
帰
る
為
め
に
、
若
干
の
も
の
を
請
う
て
い
る
間
に
、
床
上
で
彫
み
つ
つ
、
坐



っ
て
い
た
約
五
歳
の
子
供
に
、
気
付
か
な
か
っ
た
。
今
や
、
彼
は
、
喜
ん
で
、
吾
等
め
が
け
て
、
走
り
来
り
、
そ
の
作
っ
た
処
の
子

犬
・
叉
は
、
子
猫
に
似
た
様
な
小
動
物
を
、
昆
せ
て
呉
れ
た
。
吾
人
は
、
遣
逢
を
、
続
け
る
為
め
に
、
そ
の
家
を
辞
去
す
る
と
、
折

し
も
・
開
け
る
、
一
軒
の
小
屋
の
下
で
、
絵
具
壷
を
、
も
て
る
、
一
人
の
、
若
い
女
が
、
立
働
い
て
い
る
の
を
、
見
受
け
た
。
そ
れ

は
・
粗
野
な
彫
刻
品
に
、
色
を
、
塗
り
、
絵
を
、
描
く
処
の
壷
女
で
あ
り
、
彼
女
の
両
頗
は
蒼
白
に
し
て
、
落
ち
窪
ん
で
居
る
。
吾

人
の
案
内
者
は
云
う
、
　
「
淡
い
、
鉛
色
是
れ
壷
女
の
総
て
が
悩
ん
で
屠
る
。
」
。
此
の
掃
人
は
約
半
眠
の
、
長
さ
の
人
形
の
木
に
、
絵

を
、
摘
く
の
で
あ
る
が
、
吾
人
は
、
彼
女
が
、
一
打
に
対
し
て
、
幾
何
を
、
作
る
か
を
、
質
問
す
る
と
、
そ
れ
は
、
唯
、
数
ク
ロ
ィ

ツ
ァ
ー
（
声
８
；
實
）
に
過
ぎ
ぬ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
吾
人
は
、
此
の
谷
の
最
も
良
い
彫
刻
女
で
新
鮮
な
顔
と
、
聰
明
な
目
を
有
す
る
、
一
人
の
女
の
処
に
来
る
。
彼
女
は
腕
に
赤

児
を
抱
い
て
屠
る
が
、
吾
人
の
面
前
で
若
し
人
が
、
彼
女
か
ら
、
そ
の
子
供
を
、
長
ら
く
と
ろ
う
と
す
れ
ば
、
吾
人
の
面
前
で
何
か

刻
ま
ん
こ
と
を
す
で
に
賛
成
し
て
い
る
。
彼
女
は
粗
野
な
木
材
の
一
片
を
把
り
、
前
貸
人
に
よ
つ
て
提
出
さ
れ
た
機
の
標
本
に
よ
つ

一
の
置
物
を
刻
む
。
彫
刻
の
鉄
の
道
具
を
持
っ
た
指
が
、
如
何
に
敏
活
に
動
き
、
木
層
が
如
何
に
飛
ぶ
こ
と
よ
。
そ
の
木
材
は
数
分

て
、
間
に
し
て
型
を
と
り
、
一
刻
み
も
無
駄
に
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
小
さ
い
型
は
、
精
巧
な
、
殆
ど
、
指
尺
の
高
さ
の

な
い
も
の
で
・
軍
帽
と
、
散
弾
銃
と
を
、
持
つ
、
ナ
ポ
レ
ォ
ン
の
近
衛
兵
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
注
意
す
可
き
は
、
一
打
に
対
工
て
ニ
フ

ロ
ー
リ
ン
（
曽
◎
Ｈ
ヲ
）
・
七
〇
ク
ロ
ィ
ツ
ァ
ー
（
丙
曇
幕
Ｈ
）
が
、
支
払
わ
れ
る
こ
と
で
、
そ
れ
は
、
実
に
、
骨
の
折
れ
る
儲
け
で
あ
る
。

此
の
女
の
姉
妹
達
と
、
此
の
家
の
隠
層
部
屋
に
居
た
母
と
は
、
何
れ
も
、
可
な
り
よ
い
も
の
を
、
彫
刻
し
、
、
イ
、
の
作
晶
は
、
葉
煙
草

？
ハ
ィ
プ
・
額
橡
、
サ
ラ
ダ
用
食
器
の
一
揃
が
、
主
な
も
の
で
あ
る
。
彼
等
が
、
若
し
合
目
的
な
訓
練
を
、
受
け
る
な
ら
ば
、
た
し

か
に
驚
く
可
き
芸
術
家
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
然
る
に
、
彼
等
は
、
今
ヤ
、
一
方
的
の
老
練
に
萎
縮
し
て
了
つ
て
屠
る
。
彼
等
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は
、
蒼
白
に
、
室
内
色
の
外
貌
を
呈
し
、
山
岳
地
方
の
人
で
な
く
し
て
、
都
会
の
裁
縫
女
、
叉
は
工
場
の
女
工
の
様
で
あ
る
。

　
グ
レ
ー
デ
ン
（
９
竃
彗
）
の
工
業
に
於
い
て
、
新
に
目
に
つ
く
も
の
及
び
、
此
の
工
業
が
、
例
之
、
ベ
ル
ナ
ー
・
・
オ
ー
ベ
ル
ラ
ン

ド
（
雰
昌
曾
Ｃ
げ
撃
Ｈ
彗
ｏ
）
　
の
彫
刻
業
と
、
区
別
さ
れ
て
、
不
利
益
に
な
る
こ
と
は
、
労
働
者
の
、
比
較
的
高
い
、
手
工
上
の
完
成

に
も
拘
わ
ら
ず
、
粗
野
な
こ
と
之
で
あ
る
。
人
六
の
悪
い
地
位
を
、
そ
の
欠
乏
せ
る
、
芸
術
工
業
上
の
完
成
と
関
聯
せ
し
め
、
而
し

て
、
此
の
個
処
に
、
物
を
改
良
す
る
為
め
に
、
全
力
を
尽
す
こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
。
然
し
、
今
日
に
於
い
て
も
、
尚
お
、
次
の
様

な
点
を
抱
い
て
い
る
多
く
の
人
六
が
居
る
。
即
ち
、
そ
れ
等
の
人
六
は
、
衰
え
て
い
る
小
工
業
に
は
、
専
門
学
校
及
び
教
授
施
設
に

よ
っ
て
、
エ
業
的
完
成
を
、
改
良
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
救
済
し
得
る
道
あ
り
と
信
ず
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
か
か
る
試
み
は
、
襖
国
政
府
に
よ
っ
て
、
一
八
二
一
年
以
来
、
三
回
に
互
っ
て
施
行
さ
れ
、
最
後
の
も
の
は
、
一
八
七
二

年
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
最
初
の
両
同
は
、
　
「
あ
ら
ゆ
る
革
新
に
対
す
る
、
人
六
の
強
固
な
反
対
」
に
会
い
、
坐
礁
し
た
と
云
う

こ
と
で
あ
る
。
一
八
七
二
年
に
建
設
さ
れ
、
今
尚
お
、
存
続
し
て
い
る
授
業
施
設
は
、
人
が
是
に
期
待
し
た
も
の
、
即
ち
、
　
「
グ
レ

ー
デ
ソ
（
○
・
一
己
竃
）
の
漢
谷
に
於
け
る
木
材
彫
刻
芸
術
を
、
完
成
す
る
為
め
の
一
施
設
」
と
は
、
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
か
ら
、
同
所
の
指
導
者
に
対
し
て
は
、
た
し
か
に
、
何
等
の
非
難
が
加
え
ら
る
可
き
に
非
ず
、
叉
、
貧
し
き
グ
レ
ー
デ
ン
人
に

対
し
て
も
、
同
様
非
難
す
可
き
で
は
な
い
。
彼
等
の
父
よ
り
も
、
よ
り
よ
き
も
の
を
、
好
ん
で
学
ば
ん
と
し
た
学
生
達
は
、
健
康
で

あ
っ
た
。
然
し
、
彼
等
は
、
次
の
こ
と
に
対
し
て
は
、
承
服
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
漢
谷
に
於
い
て
、
一
般
的
な
も
の

を
、
今
や
、
高
尚
に
さ
れ
た
形
に
於
い
て
、
彫
む
こ
と
を
学
ぶ
。
こ
の
原
丙
は
、
彼
等
が
、
前
貸
人
が
、
芸
術
的
に
為
さ
れ
た
「
人

物
」
及
び
動
物
群
に
対
し
て
、
古
い
打
売
の
価
格
以
し
上
に
、
支
払
う
こ
と
を
、
欲
し
な
い
Ｏ
を
、
洞
見
し
た
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し

て
、
授
業
場
は
、
家
具
及
び
鏡
の
橡
、
聖
像
及
び
教
会
用
の
道
具
の
彫
刻
へ
転
向
し
、
而
か
も
、
授
業
場
は
、
是
等
の
製
晶
に
対
し



て
は
、
困
雑
な
競
争
に
耐
え
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
今
や
、
販
売
に
対
す
る
心
配
を
以
っ
て
、
阜
、
の
困
窮
を
、
持
っ
て
い
る
。
然
し
、

全
体
の
漢
谷
が
、
何
時
か
家
具
彫
刻
及
び
教
会
の
彫
刻
品
に
、
移
行
す
る
と
は
、
殆
ど
、
想
像
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
叉
、
是
を
望

む
こ
と
で
も
な
い
。
か
か
る
大
量
生
産
に
対
し
て
は
、
何
処
に
共
の
引
受
手
が
、
見
出
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
叉
、
一
の
家
内
工

業
に
対
し
て
、
毎
週
に
亘
る
労
働
と
、
大
な
る
費
用
と
を
、
要
す
る
商
品
を
、
指
示
す
る
こ
と
は
、
誤
つ
て
居
る
。
若
し
、
強
い
て

こ
れ
を
行
え
ば
、
家
内
工
業
の
人
六
を
、
漸
く
、
正
に
、
前
貸
人
に
悉
に
せ
し
め
、
而
し
て
、
彼
等
を
純
然
た
る
無
産
者
に
化
せ
し

め
る
で
あ
ろ
う
。

　
筆
者
は
、
今
、
こ
の
こ
と
を
更
ら
に
、
評
論
す
る
機
会
を
、
拷
た
ぬ
が
、
然
し
、
次
の
一
事
は
、
此
の
際
、
発
表
す
可
き
で
あ
ろ

う
と
思
う
。
即
ち
、
一
の
沈
滞
し
つ
つ
あ
る
家
内
工
業
に
対
し
て
、
活
を
入
れ
ん
と
欲
す
る
な
ら
ば
、
先
づ
、
販
売
組
織
か
ら
、
初

め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
彼
の
瑞
酉
東
部
の
刺
繍
組
合
に
見
し
如
き
、
生
産
を
制
限
し
、
労
働
価
格
を
、
統
制
す
る
為
め
の
、
単
な
る

聯
合
を
・
以
っ
て
し
て
、
漸
く
改
良
の
為
め
の
、
一
の
僅
な
る
進
歩
が
、
な
さ
れ
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
吾
人
は
、
更
ら
に
、
家

内
工
業
者
の
中
で
、
販
売
組
合
を
組
織
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
叉
、
個
戊
の
地
区
に
対
し
て
、
作
業
場
を
建
設
し
、
或
い
は
、
州
を

し
て
・
暫
時
前
貸
人
の
位
置
に
代
理
せ
し
め
る
こ
と
も
出
来
る
。
即
ち
、
労
働
者
自
身
が
そ
の
商
品
を
、
中
間
に
、
第
二
及
び
第
三

の
人
を
、
富
ま
し
め
る
こ
と
な
し
に
、
此
の
代
理
人
に
渡
す
の
で
あ
る
。

　
然
し
・
一
八
七
二
年
以
来
、
グ
レ
ー
デ
ソ
（
９
蟹
ｇ
）
の
事
情
が
、
改
良
さ
れ
る
に
至
ら
ざ
り
し
こ
と
は
、
次
の
一
事
実
か
ら

も
・
充
分
に
明
か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
単
に
、
一
八
七
五
年
乃
至
一
八
七
九
年
の
間
に
、
此
の
六
年
間
、
彫
刻
者
の
賃
銀

が
・
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
低
下
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
事
借
は
、
今
や
マ
ィ
ニ
ン
ゲ
ル
．
オ
ー
ベ
ル
ラ
ソ
ド
　
（
冒
。
一
目
｛
目
胴
、
、

〇
一
）
ｇ
気
己
）
に
於
る
如
く
に
・
次
の
様
な
有
様
で
あ
る
。
却
ち
、
彫
刻
師
は
若
し
彼
等
が
、
そ
の
労
働
に
対
し
て
、
若
千
で
も
、
得
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ん
と
欲
す
る
な
ら
ば
、
木
材
を
盗
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
松
材
は
、
す
で
に
、
永
年
に
亘
っ
て
、
珍
ら
し
い
も
の
と
な
り
、
而
し

て
、
大
な
る
費
用
を
以
っ
て
、
遠
方
の
国
有
林
か
ら
、
一
も
た
ら
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
玩
具
に
於
い
て
は
、
今
や
、
唯
、
尚
お
、

稚
、
毛
ぞ
ま
つ
、
栗
属
等
の
、
僅
か
の
木
材
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
数
百
年
に
亘
る
濫
伐
に
よ
っ
て
、
荒
ら
さ
れ
た
森
林
の
再
興
は
、

山
岳
地
方
に
於
い
て
は
、
除
六
に
行
わ
れ
る
に
過
ぎ
ず
し
て
、
将
来
は
グ
レ
ー
デ
ソ
（
９
竃
彗
）
の
人
六
に
対
し
て
、
悲
観
的
に
見

え
る
の
で
あ
る
。

　
若
し
、
グ
レ
ー
デ
ソ
（
９
竃
竃
）
の
人
次
が
、
今
日
、
困
窮
の
最
下
層
に
、
沈
落
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
工
業
に
非

ず
し
て
、
む
し
ろ
、
行
商
と
出
稼
ぎ
の
お
蔭
で
あ
っ
て
、
殊
に
、
出
稼
ぎ
の
方
は
、
二
、
三
十
年
来
、
此
の
漢
谷
か
ら
、
生
む
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
首
都
セ
ソ
ト
・
ウ
ー
リ
ヒ
（
○
０
Ｆ
臼
ま
プ
）
　
に
於
い
て
は
、
彫
刻
者
の
、
少
か
ら
ざ
る
も
の
が
、
自
己
の
家
屋
を
、

所
有
し
て
居
り
、
若
干
の
牧
場
と
耕
地
と
を
、
持
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
‘
セ
ン
ト
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ノ
（
ｏ
ｏ
戸
Ｏ
プ
・
葦
彗
ぎ
）
及
び
ヅ

ォ
ル
ケ
ン
シ
ュ
ク
ィ
ン
　
（
事
◎
岸
¢
豪
置
旨
）
に
於
い
て
、
事
借
は
、
逢
か
に
貧
弱
で
あ
っ
て
、
此
処
で
は
、
多
数
の
人
は
、
借
家
に

住
み
、
而
し
て
、
単
に
、
彫
刻
で
、
生
活
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
座
業
は
、
伸
び
ん
と
す
る
、
身
体
上
の
特
質
を
、
促
進
す

る
に
は
、
適
当
せ
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
、
と
に
か
く
、
ン
、
の
住
氏
は
、
零
落
と
云
う
印
象
を
、
与
え
な
い
。
大
低
の
人
六
は
、
小

縞
麗
な
、
涛
潔
な
態
度
を
示
し
、
特
に
、
日
曜
日
に
於
い
て
、
此
の
印
象
を
、
深
め
し
め
る
。
日
曜
日
に
は
、
小
縞
麗
な
、
住
民
の

服
装
が
、
若
干
の
困
窮
を
装
い
、
そ
の
習
俗
上
の
履
行
に
は
、
宗
教
的
行
事
の
教
会
が
、
最
も
よ
い
証
拠
を
示
す
の
で
あ
る
、
然
し
、

叉
、
一
面
に
於
い
て
、
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
（
、
－
一
毒
ユ
轟
９
）
の
玩
具
製
造
作
と
、
グ
レ
ー
デ
ン
漢
谷
（
、
－
一
邑
？
竃
彗
）
の
彫
刻
者
と

の
間
の
隔
り
が
、
如
何
に
大
な
り
と
難
も
、
そ
の
生
活
条
件
は
、
根
本
に
於
い
て
は
、
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
悩
み
は
、
多
分
、
程
度

の
問
題
に
し
て
、
種
類
の
問
題
で
は
な
い
。



　
而
し
て
、
是
等
の
悩
み
、
是
を
、
結
論
と
し
て
、
持
ち
出
し
度
い
の
で
あ
る
が
、
吾
人
が
、
読
者
を
、
光
り
に
輝
い
て
い
る
ク
リ

ス
マ
ス
・
ヅ
リ
ー
及
び
喜
べ
る
子
供
の
歓
声
の
祝
典
か
ら
、
陰
気
な
、
叉
、
悲
し
き
実
相
に
ま
で
、
導
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

１
後
に
、
是
は
、
玩
具
工
業
の
、
一
の
、
特
別
な
特
性
に
非
ず
し
て
、
丑
、
れ
は
、
家
内
工
業
一
般
の
悩
み
で
あ
る
。

　
次
の
こ
と
は
、
家
内
工
業
の
何
れ
も
が
、
持
つ
禍
で
あ
る
。
却
ち
、
そ
れ
が
、
貧
乏
な
田
舎
地
方
の
住
氏
を
し
て
、
農
業
に
依
存

せ
し
め
な
い
方
法
、
調
密
な
人
口
の
成
立
を
、
促
進
せ
し
め
ん
と
す
る
の
、
て
あ
る
。
．
是
等
の
人
口
は
、
漸
次
、
農
業
を
、
止
め
、
以

前
の
副
業
を
、
そ
の
唯
一
の
生
活
部
門
と
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
若
し
、
以
前
に
労
働
者
が
、
彼
が
、
自
己
の
家
に
往
み
、
彼

の
生
計
の
一
部
を
、
農
業
の
経
費
か
ら
得
た
故
に
、
そ
の
工
業
労
働
を
、
製
造
費
た
る
原
価
で
提
供
し
得
た
と
す
れ
ば
、
今
や
、
労

働
は
、
彼
が
、
絶
対
的
に
、
そ
の
労
賃
で
、
生
活
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
故
に
、
高
く
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
却
つ
て
、
反
対
に
、
賃

銀
は
、
尚
春
、
働
ら
く
人
戊
の
増
加
し
た
供
給
の
下
、
叉
、
不
断
に
延
ば
さ
れ
た
労
働
時
間
の
下
で
は
、
低
下
す
る
の
で
あ
る
。
か

く
、
高
め
ら
れ
た
生
産
に
も
拘
わ
ら
ず
、
家
内
エ
業
の
労
働
考
は
、
阜
、
の
製
品
の
消
費
者
と
、
直
接
に
、
交
連
す
る
こ
と
が
、
不
可

能
で
あ
る
。
故
に
、
両
者
の
中
間
に
、
彼
の
、
商
業
的
の
中
間
肢
飾
が
、
割
り
込
む
の
で
あ
つ
て
、
是
が
、
前
貸
人
と
、
伸
介
業
者

で
あ
り
、
労
働
考
は
、
是
等
に
対
し
て
、
依
従
の
関
係
に
授
か
れ
、
此
の
点
工
場
労
働
者
の
担
保
は
、
尚
お
、
恵
ま
れ
て
い
る
と
、

云
う
可
き
で
あ
ろ
う
。

　
蓋
し
、
工
場
労
臥
者
は
、
単
に
、
そ
の
労
働
力
を
、
提
供
す
る
に
止
ま
り
、
彼
の
、
唯
一
の
支
出
堆
、
そ
の
生
計
及
び
彼
の
家
族

の
生
計
の
賛
用
で
あ
る
。
而
し
て
、
若
し
、
困
雑
な
不
況
が
、
発
生
せ
ぬ
限
り
、
彼
は
、
ン
、
の
生
計
を
、
可
な
り
規
則
正
し
く
得
る

の
で
あ
る
。
過
労
、
健
康
上
、
有
害
な
仕
事
、
商
品
で
賃
銀
を
、
支
払
う
こ
と
は
、
工
場
法
に
よ
っ
て
、
保
護
さ
れ
て
い
る
、
一
時

的
の
不
景
気
は
、
製
造
家
を
し
て
、
そ
の
経
営
を
、
止
め
、
叉
、
そ
の
熟
練
労
働
者
を
、
解
雇
す
可
く
、
働
か
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
郷
土
産
業
考
察
の
一
例
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下
）
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彼
は
、
そ
の
設
備
資
本
の
利
子
を
、
損
す
る
こ
と
を
、
虞
れ
、
叉
、
機
械
を
、
錆
び
朽
ち
し
め
、
工
場
の
建
物
を
、
荒
廃
せ
し
め
る

こ
と
を
、
恐
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
家
内
工
業
の
労
働
を
、
与
え
る
人
、
却
ち
、
前
貸
人
は
、
何
等
の
固
定
資
本
を
、
持
た
ず
、
そ
の
機
械
は
、
家
内
労
働
者
で
あ
る
。

彼
は
、
彼
等
を
、
何
時
で
も
、
活
動
の
外
に
置
く
こ
と
が
出
来
、
而
し
て
、
共
の
際
、
数
ペ
ニ
ー
（
～
雪
旨
ポ
）
を
も
、
支
払
は
な
い

の
で
あ
る
。

　
勿
論
、
是
等
の
、
活
き
て
い
る
機
械
は
、
食
べ
、
叉
、
飲
み
、
屠
住
し
、
而
し
て
、
衣
服
を
、
纏
う
。
彼
等
は
、
道
具
及
び
原
料

に
対
す
る
費
用
を
、
支
弁
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
、
彼
等
が
、
減
落
を
、
欲
し
な
い
な
ら
ば
、
傭
わ
れ
ず
に
は
、
い
ら
れ
な
い

の
で
あ
る
。
叉
、
彼
等
は
、
前
貸
人
の
処
で
、
パ
ソ
及
び
塩
、
其
の
他
の
生
活
必
需
物
資
を
、
前
貸
り
し
て
い
る
た
め
に
、
自
由
に
、

移
動
す
る
こ
と
も
出
来
ず
、
此
の
前
借
り
は
、
彼
等
が
、
働
く
も
、
債
務
を
、
償
却
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
家
内
工
業
の
労
働
者
は
、

父
祖
か
ら
相
続
し
た
処
の
、
借
金
せ
る
小
屋
と
土
地
と
を
以
っ
て
、
叉
、
彼
等
の
、
他
地
方
で
は
、
殆
ど
、
望
ま
れ
な
い
。
一
方
的

の
、
手
の
完
成
と
を
以
っ
て
、
故
郷
の
土
地
に
、
束
縛
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
等
は
、
最
大
の
、
生
存
の
困
窮
に
直
面
し
て
も
、

万
事
を
、
寛
恕
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
叉
、
そ
の
勤
勉
の
成
果
を
、
労
働
が
、
殆
ど
、
何
等
の
収
益
を
も
、
も
た
ら
さ
な
い
処
の
価

格
で
、
渡
さ
な
け
れ
な
ら
ぬ
。
更
ら
に
、
欠
損
を
、
填
う
為
め
に
は
、
妻
子
を
も
、
そ
の
労
働
に
繋
ぎ
、
労
働
阿
は
、
彼
等
に
と
っ

て
は
、
何
等
の
終
り
を
も
、
持
た
ず
、
彼
等
は
、
肉
体
的
に
、
叉
、
糖
神
的
に
、
零
落
す
る
。

．
若
し
、
吾
人
が
、
家
内
工
業
を
、
理
解
せ
ん
と
欲
す
る
な
ら
ば
、
吾
人
は
、
一
般
に
、
娩
近
の
営
利
組
織
の
１
観
念
か
ら
離
れ
な
け

れ
ぱ
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
此
処
に
、
吾
人
が
、
云
う
処
の
組
織
と
は
、
夫
が
、
財
を
、
作
り
、
是
等
の
財
は
、
そ
の
家
族
を
、
養
う

為
め
に
必
要
で
あ
り
、
一
方
、
妻
に
は
、
家
計
が
、
委
ね
ら
れ
、
子
供
達
は
、
唯
、
教
育
費
だ
け
を
、
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
撚
る



■

に
、
あ
ら
ゆ
る
家
内
工
業
の
前
提
は
、
む
し
ろ
、
全
体
の
家
族
、
即
ち
、
夫
、
妻
叉
は
子
供
、
時
に
は
、
休
養
を
、
要
す
る
祖
父
、

祖
母
が
、
夫
友
、
彼
等
の
力
を
、
営
利
の
為
め
に
、
合
同
し
、
而
し
て
、
若
し
、
活
動
者
の
人
数
が
、
大
な
る
程
、
其
の
営
利
は
、
、

充
分
な
続
果
を
、
得
せ
し
め
な
い
の
で
あ
る
。
子
供
が
、
未
だ
曾
っ
て
、
一
度
も
、
心
配
の
な
い
青
年
時
代
を
、
知
ら
な
か
っ
た
如

く
に
、
大
人
も
、
亦
、
自
立
及
び
不
依
存
の
考
を
、
持
ち
得
な
い
。
而
し
て
、
老
年
時
代
は
、
普
通
は
、
人
が
、
そ
の
労
働
か
ら
離

れ
て
、
休
養
し
、
子
孫
の
幸
福
を
、
楽
し
む
の
で
あ
る
が
、
家
内
工
業
に
は
、
こ
の
こ
と
が
見
ら
れ
な
い
。
人
は
、
妻
を
、
営
利
の

単
調
な
仕
事
へ
、
共
に
、
つ
な
ぎ
込
み
得
る
為
め
に
、
緕
婚
し
、
叉
、
子
供
が
、
生
ま
れ
る
な
ら
ば
、
ユ
、
の
子
供
が
、
家
計
に
対
し

て
、
幾
何
を
、
貢
献
し
得
る
か
、
更
ら
に
、
そ
の
子
供
が
、
成
長
す
る
な
ら
ば
、
是
を
、
営
利
活
動
に
、
関
与
せ
し
め
ん
と
す
る
。

生
れ
て
か
ら
、
死
に
至
る
ま
で
、
是
等
の
人
六
の
上
に
は
、
一
の
困
難
な
圧
迫
が
存
し
、
彼
等
の
生
存
に
は
、
希
望
が
な
く
、
そ
の

生
活
に
は
、
将
来
、
自
立
に
ま
で
、
高
ま
り
得
る
と
云
う
見
込
み
が
、
欠
け
て
い
る
。
若
し
、
夫
婦
の
間
に
、
子
供
が
、
無
い
な
ら

ば
、
夫
と
妻
の
儲
け
は
、
正
常
な
欲
望
の
充
当
に
も
足
ら
ず
、
一
種
の
生
産
者
の
生
活
を
、
延
ば
し
得
る
の
は
、
住
宅
と
、
若
千
の

土
地
の
所
有
か
、
補
助
金
を
、
除
す
場
合
だ
け
で
あ
る
。

　
到
る
処
、
家
内
工
業
が
、
提
供
し
て
い
る
処
の
、
静
か
な
、
碑
吟
の
、
暗
い
実
相
は
、
瑞
西
に
於
い
て
も
、
亦
、
考
ら
れ
な
い
こ

と
は
な
い
。
此
処
で
は
、
輸
出
工
業
の
大
部
分
が
、
此
の
経
営
方
法
に
立
脚
し
、
チ
ュ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
（
、
一
一
事
｝
南
彗
）
及
び
チ
ロ
ー

ル
（
一
一
マ
◎
Ｈ
）
の
南
部
に
於
け
る
と
、
同
じ
現
象
が
、
瑞
西
の
、
中
部
の
、
愛
ら
し
き
漢
谷
に
於
い
て
も
、
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

此
処
に
は
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
（
日
・
ま
庄
）
の
絹
工
業
が
、
そ
の
生
産
場
処
の
一
部
分
を
、
有
し
、
而
し
て
、
普
及
し
つ
つ
あ
る
。
困
窮

の
徴
候
は
、
近
年
建
設
さ
れ
た
東
瑞
酉
の
刺
繍
者
及
び
西
瑞
西
の
時
計
製
造
家
の
聯
盟
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
自
力
か
ら
、
改

良
へ
の
転
換
を
、
も
た
ら
一
す
こ
と
に
、
成
功
す
る
か
、
誰
が
、
予
測
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
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吾
人
が
、
屡
六
、
而
し
て
、
最
近
に
至
っ
て
も
、
再
び
、
高
め
ら
れ
た
家
内
工
業
を
、
採
用
す
る
こ
と
べ
の
呼
声
、
風
評
に
対
し

て
、
此
の
領
域
に
於
い
て
、
為
さ
れ
た
経
験
を
、
対
置
し
、
而
し
て
、
更
ら
に
、
広
い
層
に
向
っ
て
、
支
配
し
つ
つ
あ
る
窮
状
を
、

排
除
す
る
為
め
に
、
間
違
い
の
な
い
手
段
が
、
採
ら
れ
る
の
は
、
家
内
工
業
で
は
な
い
と
云
う
信
念
を
、
拡
め
る
の
で
あ
る
。

　
貧
寒
な
農
業
事
借
を
、
単
に
、
家
内
工
業
を
、
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
排
除
せ
ん
と
せ
ば
、
そ
れ
は
、
貧
困
を
、
困
窮
と
交

換
す
る
以
外
の
、
何
も
の
で
も
な
い
と
云
う
こ
と
を
、
結
論
と
し
た
い
の
で
あ
る
。

●


